
(1)令和5年4月1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　182号

　　　～　追善供養・開蓮忌　～
　近年、葬儀後に親族の方がお揃いのうち、繰り上げ初七日の法要を行い精進落としのお膳を出す
ようになっていました。コロナになってからは精進落としや法事後のお斎は省略。コロナ収束にともなっ
て以前のように戻るのでしょうか？
　さて繰り上げ初七日と言いますが、臨済宗や曹洞宗では、お通夜・ご葬儀が終わり、亡くなってから
三日目に三日法事ともいわれる「開蓮忌・かいれんき」の法要が古くは行われていました。これは重ね
て故人の冥福を祈り、仏様が蓮台（うてな）に安座しているように、亡き人が成仏され浄土にいかれるよ
うにとの願いを込めた追善供養です。
　ですが残った遺族も、大切な方をなくした喪失感や悲しみで、暗く浮かない苦しみの日々を送る方も
あります。また、苦しみは愛別離苦だけでなく生・老・病・死・怨憎会苦・求不得苦・五蘊盛苦と「四苦
八苦」の濁世にあれば悩み苦しみは数え切れません。
　例えば、蓮華が清らかな高原や陸地に生えず、かえって汚い泥の中に咲くように、迷い
　を離れて悟りがあるのではなく、誤った見方や迷いから仏の種が生まれる。
　あらゆる危険をおかして海の底に降りなければ、価も知れないほどに素晴らしい宝は得
　られないように、迷いの泥海の中に入らなければ、さとりの宝を得ることはできない。
　山のように大きな、我への執着を持つ者であって、はじめて道を求める心を起こし、悟
　りもついに生ずるであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　『維摩詰所説経』より
　転迷開悟ということばもあります。追善供養とは個人に供養することだけでなく、残った者が悲しみ悩
みの中にあっても、泥に染まらず美しく咲く蓮の花のように、清らかな安らぎある心を芽生えさせるための
物でもあります。その初めの供養が「開蓮忌」です。
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日
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ら
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ぎ

、
並
び
に
新
し
く
総
代
を
お

務
め
い
た
だ
く

、
河
野
晴
生
様
に
辞
令
伝
達

を
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た
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に
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光
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仏
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付
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梅
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光
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催
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が
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あ
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縁
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【月例座禅会】

4月より午前6時より

　★4月8.22日

　★5月13.27日

　★6月10.24日

　★7月8.22日

【写経会】

　★4月21日・金

　★5月19日・金

　★6月21日・水

　★7月20日・木

※月例行事に変更があ

りましたら、その都度

お知らせいたします。

また、8月は座禅会・

写経会ともお休みいた

します。

　　≪聖観音修復≫
秘仏観音と一緒に修復に預けていました聖観
音様の修復が終わり、秘仏観音の前仏として観
音堂に安置しております。
大般若にお参りいただいた檀信徒の皆様には、
安坐法要の際にご覧いただきました。写真右が
修復前、左が修復後になります。半年ほどかか
りましたが立派に修復されました。どうぞお参り
ください。
観音様は私たちに悟りを開かせようと、蓮の蕾
を手に持たれております。
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庫裡横のトイレにつながるスロープ

境内墓地長昌寺境界ブロック塀

◆
暴
風
被
害
で
倒
壊
し
て
い
ま
し
た

、
境
内
墓
地

長
昌
寺
境
界
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
完
成
し
ま
し
た

。

　
ま
た

、
付
帯
工
事
と
し
て
庫
裡
横
の
ト
イ
レ
に

向
か
う
ス
ロ
ー
プ
を
段
差
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し

た

。
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

。

　　　≪その他の予定≫
＊5月23日（火）・決算報告会
　今回まで、責任役員総代様で開催し、地区役員様には後
　日決算報告書配布をもって、ご報告させていただきます。
＊8月3日（木）・施食会法要
　法要の時間、お斎の有無につきましては、寺報お盆号にて
　お知らせいたします。
＊8月7日（月）～15日（火）・棚経
　本年の棚経日程です。初盆をお迎えのご家庭は法要希望
　の日時を早めにお知らせください。日が迫るとご希望に添え
　ない場合がございます。
＊9月末・合掌会敬老会　＊11月末・合掌会バス旅行
　今までのような活動が出来ればと考えておりますが、後日合
　掌会執行部の皆さんで協議していただき、ご連絡いたしま
　す。
＊10月末～11月頭・南禅寺派本山団参旅行
　現在日程等計画しております。決まりましたら後日お知らせ
　いたします。
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　　第１８２号

　令和５年　春季号

　発行　安住寺（年４回）

　　臨済宗南禅寺派

　〒873-0002

　杵築市大字南杵築379

　　TEL　0978-62-2680

　　FAX　0978-62-3980

　http://www.anjyuji.net

　　編集責任　矢野明玄

　春季無縁供養　説教会
　　　　　（卒塔婆供養・施食会法要）
　　令和５年４月２５・２６日（火・水）
　
　　　　25日（火曜日）　午後1時　卒塔婆供養
 　　　　　　　　　　　　　　午後2時　お説教
　　　　26日（水曜日）　午後1時　合掌会総会
　　　　　　　　　　　　　　　総会に引き続き　卒塔婆供養
　　　　　　　　　　　　　　　午後2時半　お説教
　　　　　　　　　　　　　　　午後3時半　無縁供養施食会
　
　　　卒塔婆供養は一本五百円です。回向袋と合わせて地区世話人さんに取りまとめていただくか、
　　　事前にお寺までお申し込みください。
　　　また、合掌会の総会は午後からとなっておりますのでお間違えのないようお参りください。
　　　できるだけ多くの方のお参りをお待ちしております。参拝者皆様に粗品を準備しております。

 

輝
け
る
命
・
今
を
大
切
に

　
若
さ
溢
れ
る
選
抜
高
校
野
球
大
会
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

、
ワ
ー
ル

ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
に
日
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が
沸
き
ま
し
た

。

　
野
球
に
詳
し
く
な
い
私
も

、
準
決
勝
メ
キ
シ
コ
戦
の
村
上
選
手
の

劇
的
さ
よ
な
ら
ヒ

ッ
ト

、
決
勝
の
接
戦
一
点
リ
ー
ド
の
場
面
で
マ
ウ

ン
ド
を
託
さ
れ
た

、
大
谷
選
手
の
素
晴
ら
し
い
十
五
球
の
投
球
に

只
々
感
動
と
喜
び
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

。

　
長
い
長
い
コ
ロ
ナ
の
三
年
間
が
収
束
し
つ
つ
あ
る
中
で

、
一
球
一

球

、
一
つ
の
プ
レ
ー
に
全
力
で
立
ち
向
か
う
選
手
の
姿
は

、
私
た
ち

に
明
る
い
気
持
ち
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た

。

　
禅
で
は

、
即
今
只
今

、
而
今
と
い
う
よ
う
に

「
い
ま
・
こ
こ
・
こ

の
瞬
間

」
を
い
か
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

、
特
に
大
切
に
教
え

ま
す

。

　
パ
ー
リ

『
中
部
経
典

』
に

過
ぎ
去

っ
た
日
の
こ
と
は
悔
い
ず

、

ま
だ
こ
な
い
未
来
に
は
あ
こ
が
れ
ず

、

と
り
こ
し
苦
労
を
せ
ず

、

現
在
を
大
切
に
ふ
み
し
め
て
ゆ
け
ば

、

身
も
心
も
健
や
か
に
な
る

。

　
と
あ
り
ま
す

。

　
私
た
ち
の
命
は
は
か
な
い
も
の
で
す

。

い
か
に
生
き
れ
ば
悔
い
な
く
納
得
で
き
る

人
生
に
な
る
で
し
ょ
う

。

　
W
B
C
の
村
上
選
手
や
大
谷
選
手
の
よ

う
に

、
只
ひ
た
む
き
に
プ
レ
ー
し
た
姿
の

よ
う
に

、
日
々
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れ
ぞ
れ
の
日
常
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活
を

を
精
一
杯
清
々
し
く
生
き
た
い
も
の
で
す

。

　
春

、
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の
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節
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を

見
据
え
た
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る
い
ニ

ュ
ー
ス
や

、
情
報
が

聞
か
れ
ま
す

。
あ

っ
と
い
う
間
に
一
年
の

四
分
の
一
が
過
ぎ
ま
し
た
が

、
残
り
九

ヶ

月
み
な
様
に
輝
き
を
願
う
ば
か
り
で
す

。
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よ
り
転
載

四年ぶりに布教師様をお迎えし、説教会の

ご法要が開催できることになりました。

≪布教師≫

静岡県浜松市

臨済宗方広寺派 大養院住職

涌出 宜雄師


